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貯水位（m）

放流量
流入量
貯水位

８月３０日

８月３０日
１５時４０分頃
洪水調節開始

洪水時満水位（ＥＬ　１７０．２ｍ）

８月３１日

８月３０日
１９時４０分頃
ただし書き操作開始

８月３０日
２１時５０分頃
ただし書き操作終了

※ただし書き操作
　洪水時満水位を超えることが
予想される場合に、流入量を
限度とし、放流量の増加を行

制限水位（ＥＬ　１６６．２ｍ）

４００ｍ3/ｓ

平成１６年８月３０日(台風１６号）における
野村ダムの洪水調節効果

肱川水系肱川においては、野村ダムで２４５ｍ3／ｓ
　（最大流入量６４５ｍ3／ｓ→放流量４００ｍ3／ｓ）
を調節しており、約３，４００千ｍ3の洪水を貯留し、
下流の水位低下に寄与。

ダムへの最大流入時の
洪水調節効果２４５m3/ｓ

約３，４００千ｍ3の
洪水をダムへ貯留

野村ダム諸元（洪水期）
　総貯水容量　 ：１６，０００千ｍ3
　洪水調節容量：　３，５００千ｍ3
  利水容量　　　：　９，２００千ｍ3
　堆砂容量　　　：　３，３００千ｍ3
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注）本資料に関する数値は速報値であるため、精査の結果変更もあり得ます。

（mm）野村ダム流域平均雨量

最大流入量６４５ｍ3/ｓ
１８時３０頃



肱川橋(大洲第二水位観測所）
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肱川橋（大洲第二水位観測所）

今回の越流時間

約6.5時間

野村ダム・鹿野川ダムによる洪水調節効果

越流時間 約1.5時間短縮

越流水深
約0.7m低下

ダムなし

今回実績

8月30日 8月31日

肱川橋（大洲第二地点水位）

１）既設２ダム（野村ダム・鹿野川ダム）の洪水調節効果

野村ダム・鹿野川ダムでは合計で約２，０４０万m3の水を貯めて、鹿野川ダムから河口まで全川にわたり水位を低下させまし
た。基準地点大洲（肱川橋）の流量を約７００m3/s低減させ、約０．７ｍの水位低下を図りました。

また、東大洲地点の暫定堤防からの越流氾濫量を大幅に低減させ被害を軽減しました。

-
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 -

東
大
洲
暫
定
堤
防

二
線
堤

6.85m（今回の最高水位）

東大洲地区浸水ボリュー
ムの低減量
約３５０万m3（推定）

ダムなし越流 約8時間

※図中の水位は、東大洲暫定堤防の越流に関係
する大洲第二地点水位を示す。

（大洲第二地点から東大洲までの洪水到達時間
は約30分であり、越流開始時間の約30分前の大
洲第二地点水位で評価している）

 




